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この中でも、電更ピックアップを用いて非擦触的に

藍犠敢尭贅測蜜ずるデぎタjレきゃルタ照仙郎護酵魔も孟

く分解能にも優れているが、ある回魁数以上でないと

出力を発生しないという特性のため、低速回転蝿の動

力潮鴛爵た蹄を芸は驚醐靡贅内蔵ずる芸藍が必寮監なり、
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そのため・、静虹時を含む梅低速層転速度領域におい

ても唖川でき、庵微小容儀の動力も測定可能であり、

かつ、機器自体の穂小化と軽馴ヒも容易に図れ、安価
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哲嶽ち関宿轡蜜塾囁骨壷鮮碧監督怨敵量額変換欝碁羞㊥

鋸媚嘩十郵閻翻綱摘ヰ巌牒摘臆断勘摘磯軌

覿非勢準聾慶應華謡華牒礫牒窓射忍冬転儲憾碇ヰ戌漕

が拝指しばぬが恕提鹿島藍、蓋蔑苺尭姦に捲転籍蛮瞳

塞が塗隠、岩鼻飛蜜寵盈が無品蔚磯藤贋段差転変轟蓮

準㌔　畏艶を習諌打率軍営箪皐撃寮礫儲牒儀億寺本腐憾
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数、動力憤として喪示するシステムである。
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尊 凄 釣 展 響

こ二IIj 今 回 試 作 し た も の を ラ ジ ア ル タ 1
.

プ と す る と , さ Li,

に 軸一方 向 に 変 位 の 変 わ る ア キ シ 7 ル カ i.1 タ イ プ を 用 い

る 1j 式 も 考 え る こ と が で き , 分 解 能 の 向 上 と ス ペ-- ス

の 問 嘩 の 解 決 , お よ び 唾 小 化 へ の 発展 を 考 え る こ と が

で き る .

ミき カ ム の 多 層 化 に よ る フ ォ ト セ ン サ の 測 定 範 囲 の 拡 大

を は か る や

本 餅
一

発 に 卸 協 力 い た だ t l た 日 本 電 気 く操 I 小 林 徹 也

氏 お よ び 王1 年 生 の 小 泉 寛 之 君 に 感 謝 申 し 上t f る o

-
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